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天竜川・木曽川と水害

千曲川・犀川は人々の生活に密着した大河だが大きな水害も引き起こ
してきた。その水害の歴史と治水について知ることは重要である。

天竜川　木曽川　三峰川　三六災害　じゃぬけ　諏訪湖　大西山　遠山
川　通船

概要を知るための
ツール

1 書名 伊那谷の土石流と満水：三六災害30周年

著者名 松島信幸／編集
出版社 飯田市美術博物館
出版年 1991.12

内容紹介

1961 (昭和36) 年の6月末, 伊那谷を襲った梅雨前線の活動に伴う集中
豪雨は史上稀な大災害となった。「サブロクサイ」と呼ばれ、毎年6月に
は「三六災害」を教訓として郡市町村や県・建設省などの連携による広
域的な防災行事が実施されている。1991年は「三六災害」の30周年にあ
たり、 伊那谷自然友の会と飯田市美術博物館では、ガイドブック『伊那
谷の土石流と満水』を発行した。

2 書名 昭和36年伊那谷大水害の気象(語りつぐ天竜川)
著者名 奥田穣／著
出版社 建設省中部地方建設局天竜川上流工事事務所
出版年 1905年6月

内容紹介

語りつぐ天竜川　全63巻。「天竜川上流河川事務所では、天竜川のより
良い川づくりを進めるにあたり、天竜川流域の災害・環境・歴史・文化な
ど、様々な知見や経験を収集しております。流域の皆さんと協調して川
づくりを考えるとき、これらの流域の情報を共有する必要があると考えて
いるためです。」とある。

3 書名 忘れまじ豪雨災害：平成十八年七月豪雨災害の記録
著者名 岡谷市／制作
出版社 岡谷市
出版年 2009.7

内容紹介
平成18年7月豪雨災害の後世に語り継ぐ記録資料となるべく、災害の実
情とその発生要因、応急活動、支援活動、災害関係者の体験記録、災
害後の取り組み、関係資料等について収集し、編集したもの。

資料リスト 1 書名 じゃぬけ：伊勢小屋沢その後の45年
著者名 南木曽町建設住宅課／編
出版社 南木曽町
出版年 1999

内容紹介 南木曽町の風水害の記録

2 書名 諏訪湖氾濫三百年史
著者名 堀江三五郎／著
出版社 郷土出版社
出版年 1985
内容紹介 大西山崩壊写真と大鹿村の復興

3 書名 伊那谷の災害と凶作
著者名 村沢武夫／編
出版社 伊那郷土史刊行会
出版年 1963年
内容紹介 近世から近代の伊那谷の災害と凶作について取り上げる。

4 書名 川筋の変遷　(語りつぐ天竜川)：天竜と三峰川の場合
著者名 唐沢和雄／著
出版社 建設省中部地方建設局天竜川上流工事事務所
出版年 1988年
内容紹介 天竜川と三峰川の変遷

5 書名 天竜川の災害年表(語りつぐ天竜川)
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著者名 笹本正治／著
出版社 建設省中部地方建設局天竜川上流工事事務所
出版年 1993年

内容紹介
南信の古代から中世、近代の災害について、その記録文書を年表風に
列挙する。

雑誌 1 論題名 諏訪湖の氾濫と天竜川通船
著者名 三沢弥太郎
雑誌名 信濃
出版年 1971
巻号頁数 第3次第23巻第１号

2 論題名 天竜峡に見る天竜川水位の変遷
著者名 今村真直
雑誌名 伊那
出版年 1989.7.1
巻号頁数 2286473

インターネット情報 1 サイト名 語りつぐ”濁流の子”アーカイブス
URL http://lore.shinshu-u.ac.jp/bok-000002-00/

2 サイト名 天竜川上流河川事務所
URL http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/

3 サイト名 信州地域史料アーカイブ
URL https://adeac.jp/shinshu-chiiki/

4 サイト名 いいだの情報いいだの資料
URL http://www.iida.nanshin-lib.jp/portal/

5 サイト名 国立国会図書館サーチ
URL http://iss.ndl.go.jp/

新聞 1 記事 高森　江戸時代の資料展
発行機関 信濃毎日新聞社（データベース）
年月日 2018.11.21

2 記事 諏訪地方　土砂災害
発行機関 信濃毎日新聞社（データベース）
年月日 2.2017.4.6

3 記事 三大災害　地域協力
発行機関 信濃毎日新聞社（データベース）
年月日 2016.6.12
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